
講演者プロフィール（敬称略） 
 
（基調講演） 
Martin Dresner（ATRS 副会長） 
米国メリーランド大学物流・ビジネス・公共政策学部長。加ブリティッシュ・コロンビ

ア大学大学院にて博士号取得（政策分析）。1988 年からメリーランド大学 R.H.スミス

ビジネススクールで教鞭を執る。主な研究分野は航空輸送政策とロジスティクス管理。

運輸、ロジスティクス、サプライチェーン分野等の主要学術誌に論文を多数寄稿。学術

誌 Research in Transportation Economics, Transportation Journal 編集長を歴任。米エネ

ルギー省、米連邦局、メリーランド州航空局のコンサルタントも務める。 
 
（招待講演） 
田村 明比古（国土交通省航空局長） 
1980 年東京大学法学部卒業、運輸省（現国土交通省）入省。1985 年米国コーネル大学

経営大学院修了（MBA）。2001 年総合政策局観光部旅行振興課長、2004 年海事局港湾

課長、2006 年航空局監理部総務課長、2008 年大臣官房審議官、2011 年鉄道局次長等

を経て、2012 年航空局局長に就任。 
 
（講演・登壇順） 
西尾 忠男（ジェットスター・ジャパン常務執行役員） 
1985 年日本航空入社。1995 年国内旅客本部制度グループ課長補佐、2000 年大阪支店

国内旅客部販売企画グループマネジャー、2003 年事業企画部（国内事業計画）マネジ

ャー、2008 年国内営業部販売計画グループ長、2009 年沖縄支店長等を経て、2013 年

ジェットスター・ジャパン出向、現在に至る。 
 
岡村 淳也（Peach Aviation 財務・法務統括本部長） 
1992 年慶應義塾大学経済学部卒業、全日本空輸入社。1995 年経理本部経理部財務担当、

2003 年ロンドン支店総務マネージャー、2007 年欧州室兼ロンドン支店総務マネージャ

ー、2010 年アジア戦略室主席部員、2010 年 LCC 共同事業準備室主席部員、2011 年

A&F Aviation（現 Peach Aviation）CFO& Legal Director 就任。 
 
岩片 和行（エアアジア・ジャパン会長） 
1980 年早稲田大学法学部卒業。1988 年全日本空輸入社。経営企画室主席部員、運行本

部乗員業務部主席部員等を経て、2010 年よりアジア戦略室室長としてエアアジア・ジ

ャパン設立に携わる。2011 年 8 月よりエアアジア・ジャパン社長に就任。国内線、国

際線就航を果たしたあと、2012 年会長に就任。 
 
大貫 哲也（日本航空常務執行役員） 
1985 年日本航空入社。2001 年旅客事業企画部マネジャー、2006 年空港運営企画部マ

ネジャー、2009 年経営企画室部長（兼）経営企画室事業計画・渉外グループ長、経営

企画本部事業計画部長、2010 年執行役員路線統括本部国際路線事業本部長、2011 年執

行役員経営企画本部長、2012 年常務執行役員経営企画本部長に就任。 
 
片野坂 真哉（全日本空輸専務取締役執行役員） 
1979 年東京大学法学部卒業、全日本空輸入社。1986 年営業本部国際部販売課、1992
年運行本部管理室企画管理部乗員計画課主席部員、2002 年営業推進本部マーケティン



グ室・レベニューマネジメント部部長、2007 年執行役員人事部長、2009 年上席執行役

員、取締役執行役員、2011 年常務取締役執行役員等を経て 2012 年専務取締役執行役員

に就任。 
 
 
斎田 正己（成田国際空港取締役兼常務執行役員 経営企画部門長 上場準備室担当） 
1973 年新東京国際空港公団（現成田国際空港株式会社）入社。2007 年常務執行役員、

2009 年取締役兼常務執行役員に就任。 
 
山口 勝弘（新関西国際空港執行役員） 
1983 年東京大学法学部卒業後、運輸省（現国土交通省）入省。1990 年米国ミシガン大

学経営大学院修了（MBA）。2005 年東京大学公共政策大学院特任教授。その後国土交

通省政策統括官付参事官（物流政策）、総合政策局交通計画課長、鉄道局総務課長等を

経て、2012 年新関西国際空港執行役員（経営戦略担当）に就任。 
 
（モデレーター） 
日原 勝也（東京大学公共政策大学院特任教授） 
1989 年東京大学法学部卒、運輸省（現国土交通省）入省。1996 年米国ハーバード大学

ケネディスクール（修士課程）修了（公共政策学）、2001 年国土交通政策研究所、

2005 年航空局管制保安部航空衛星室長、2008 年東京大学公共政策大学院特任教授（現

在まで）。2012 年 筑波大学博士課程修了（経営学）。 
 


